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PSCS（Patient Safety Climate Scale）とM-SERVQUAL（Modified multiple-item scale for 
measuring consumer perceptions of medical service quality）を用いて実施した。M-SERVQUAL
とPSCSとの間に有意な正の相関があり、患者の安全に対する得点が高い人は、医療サービスの質
に対する得点も高いことが明らかとなった。医療安全に関連した委員会の委員の経験と職位では、
医療安全風土と医療サービスの質に対する考え方には有意な差は認められなかった。 
 PSCS職員の態度要因第4因子の「患者・家族の参画」では、経験年数1-5年の群が経験年数11-15
年の群、21年以上の群よりも有意に高い得点を示した。経験年数の浅い看護師は、医療事故を未然
に防ぐために医療プロセスに患者や家族を参加させていると考えられた。M-SERVQUALの総得点
では、経験年数21年以上の群が6-10年の群に比べて有意に高い得点を示した。経験年数21年以
上の看護師は、複数の部門で経験を積んだジェネラリストであり、多くの経験を積み重ね、患者の
個々のニーズをよりよく理解していると推察された。医療サービスを受ける患者との相互理解と信
頼関係に基づいて安全管理に裏付けされた医療サービスが提供されることで、さらなる患者の安全
の醸成と医療サービスの質の向上につながると期待された。 
 
 
